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これからも地域のために活動します

地域を守る！

童話を豊かに表現

コミュニケーションを学ぶ

入賞した栃原さん

報告に訪れた浦元選手（写真下）

一人ひとりに“ありがとう”

第63回国民体育大会
チャレンジ！おおいた国体

北京パラリンピック4位！

　９月14・15日、別府市で行なわれた

「チャレンジ！おおいた国体」競泳少年

女子Ａに出場した栃原愛弓さん（泉ヶ

丘）が２種目で入賞しました。栃原さん

は「県の代表として頑張りました。全国

大会で初めて表彰台に上り、少し自信

がつきました」と入賞の喜びを話して

いました。

●結果
  50m自由形　3位

100m自由形　4位

　９月24日、北京パラリンピック車いす女子バスケットボール

に出場した浦元美喜選手（合志市白鳩園勤務・熊本市）が、パラリ

ンピックの結果報告のため市役

所を訪れました。惜しくもメダ

ルは逃したものの結果は４位。

　浦元選手は「今回は反省点が

残ります。４年後の大きな目標

であるロンドンパラリンピックに

向けてこれからも頑張ります」

と話していました。

　8月8日・28日に、ヴィーブル

で「ヴィーブル子ども劇団」の

中学生による公演「With」が行

なわれました。歌あり、ダンス

ありの元気あふれる公演で会

場から大きな拍手が送られて

いました。

第6回菊池管内環境フェア

（写真左から）
林田さん、中村さん、松永さん

ヴィーブル子ども劇団 中学生公演

給食大好き！
　８月23日、親子で学校給食の献立

を作ろうとヴィーブルで親子調理講

習会が開かれました。

　材料の下ごしらえから配膳まで子

どもたちも大活躍。中華おこわ、はる

さめスープなど、おなじみの人気メ

ニューに挑戦しました。
おいしくできるかな

歌にダンスに頑張りました

新会員の紹介「はじめまして !」

ご
み
の
分
別
体
験

ふるさと「合志」を懐かしみながら

　9月7日、ヴィーブルで第

6回菊池管内環境フェアが

行なわれました。

　当日は約750人の来場者

があり、地元団体であるま

ちねっと“セラヴィ”によ

る寸劇や小学生のごみ分別体験なども行なわれ、参加者は楽し

みながら環境について学びました。

　９月２日、県庁で平成20年度優良自主防災組織熊本県知事

表彰式があり、すずかけ台自衛消防団が表彰を受けました。

　同消防団は、有事の際に住民がスムーズに避難できるよう

取り組み、毎週土曜日には「防火・防犯パトロール」を行なう

など、防災防犯の徹底に努めています。その取り組みが評価

され今回の表彰となり

ました。

　佐藤昭男区長は「この

表彰は地域みんなの励

みになります。これを機

にさらに頑張ります。」

と話していました。

　８月25日、菊池市で開催され

た菊池郡市童話発表会に、合志

市の代表として３人の児童が

出場しました。童話発表会は、

童話を感情豊かに表現しなが

ら発表するものです。それぞれ

練習の成果を十分に発揮し、素

晴らしい発表ができました。

●結果
林田慎太郎さん　「めっきらもっきらどおんどん」

　　　　　　　　　　　　　　（西合志東小３年　優秀賞）

中村涼香さん　　「さるじぞう」（南ヶ丘小２年　入賞）

松永ひな子さん　「しろいぞう」（南ヶ丘小５年　入賞）

　８月30日、東京都で、関東合志会（安武正秀会長）の総会と

懇親会が開かれ、52人の参加がありました。

　同会は、合志市にゆかりのある関東在住者が交流と親睦を

深め、ふるさと「合志」の発展の

ため活動を行なっています。

　会には市長も参加し、市の近

況などを報告。あわせて、ふる

さと納税（合志市応援寄附金）

の紹介を行ないました。

　９月20日、合志南小６年生とその保護者が学年レクリエー

ションで上手なコミュニケーション方法について学びました。

　これは同小学校ＰＴＡ主催で行なわれたもので、ほめたり

感謝したり、いくつかの体験を通して自分と人を認めること

の大切さに気づくというもの

です。

　参加者からは「相手をほめ

ること、存在を認めることが

大事だと感じた」「ありがとう

の言葉の力を感じた」などの

声が聞かれました。

ウィズ


